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●タンクに次亜塩素酸水を入れる●タンクに次亜塩素酸水を入れる
（1）タンクを本体にセットした状態での給水方法 （2）タンクを本体から外した状態での給水方法

【運転前の準備 2 】 【運転前の準備 2 】

【タンクの持ち運び方】

1.タンクカバーを開け、予め噴霧に適した濃度に調節した次亜塩素酸水を
　入れてください。（希釈が必要な次亜塩素酸水は、予め希釈して濃度調
　節した上で入れてください。）

1.タンクカバーを開け、予め噴霧に
　適した濃度に調節した次亜塩素酸
　水を入れるか、希釈が必要な場合、
　タンク内で希釈をして噴霧に適し
　た濃度に調節してください。

※電源を切った状態で行ってください。※電源を切った状態で行ってください。

ミスト送気パイプ側に
次亜塩素酸水を入れな
いでください。故障の
原因になります。

●タンクに液剤が入っているときは､上部ふちの部分だけを持って運ばない
　でください。必ずタンクの下から手を添えて運んでください。

タンクを運ぶ時の
ご注意

タンクに液剤を入れる際のご注意

●希釈が必要な次亜塩素酸水を給水する場合は、あら
　かじめ希釈した上で、濃度調整した液剤を給水して
　ください。

最大水位
この面より多く入れないでください

原液

水

【例】先に入れた次亜塩素酸水と、
　　　後から入れた希釈のための
　　　水が均一に混ざり合わない
　　　イメージ図

タンクを本体にセットした状態で、希釈する必要のあ
る次亜塩素酸水を給水する場合、先に入れた液剤（ま
たは水）は、タンク内から下部本体のプールに落ちる
ため、後から入れた液剤（または水）と充分に混ざり
合わず、プール内とタンク内とで液剤濃度が均一にな
りません。

2.液剤は、最大液剤水位以上入れないでください。

3.ミストノズル付きタンクカバーでタンクに蓋をしてください。

2.液剤は、最大液剤水位以上入れな
　いでください。

3.ミストノズル付きタンクカバーで
　タンクに蓋をしてください。

4.タンクを下部本体にセットしてく
　ださい。














